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【 請 求 項 １ 】
測 定 結 果 を 表 示 し 得 る 表 示 手 段 と 、 被 検 者 の 痛 み の 大 き さ に 対 応 し て 変 位 さ せ る こ と が で
き る 操 作 部 材 を 備 え る 操 作 手 段 と 、 前 記 操 作 部 材 の 変 位 量 に 応 じ て 、 痛 み の 大 き さ を 定 量
化 す る 演 算 部 と 、
痛 み の 大 き さ に 応 じ た 複 数 の パ タ ー ン の シ ン ボ ル 画 像 を 生 成 す る た め の デ ー タ を 記 憶 す る
記 憶 手 段 と を 有 し 、 前 記 表 示 手 段 は 、 前 記 操 作 部 材 の 変 位 量 に 応 じ て 、 痛 み の 大 き さ を 定
量 化 し て 表 示 す る と と も に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た デ ー タ に 基 づ い て 生 成 さ れ た 痛 み
の 大 き さ に 対 応 す る シ ン ボ ル 画 像 を 表 示 す る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 痛 み 測
定 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 操 作 手 段 は 、 痛 み の 大 き さ を 示 す ス ケ ー ル と 、 前 記 ス ケ ー ル に 沿 っ て 移 動 す る 操 作 部
材 と を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 痛 み 測 定 器 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 操 作 部 材 の 連 続 的 な 変 位 に 応 じ 、 前 記 シ ン ボ ル 画 像 が 視 覚 上 連 続 的 に 変 化 す る よ う 構
成 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 痛 み 測 定 器 。ま た は ２
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